
【計画】 

 
【自己評価】 

 令和 5 年度取組内容 令和 5 年度目標
 【普及啓発等】 

1 住宅所有者等に対する直接的に耐震化を促す取組 
・住宅所有者に対してダイレクトメールを送付す

る。 
2 耐震診断実施者に対する耐震促進化 

・耐震診断後一定期間経過しても耐震改修を行っ
ていないと思われる者に対して、フォローアッ
プを実施する。 

3 改修事業者の技術力向上等 
・ちば安心住宅リフォーム推進協議会が開催する

説明会の案内をし、参加を促す。 
4 耐震化の必要性に係る普及・啓発 

・耐震改修の必要性及び補助制度概要を広報、ホ
ームページへ掲載及び自治会回覧を行う。ま
た、パンフレットを作成し、窓口にて配布す
る。 

・耐震相談会の開催をする。

・耐震相談会利用戸数:8 件 
・耐震診断費補助戸数:2 件 
・耐震改修費補助戸数:1 件

 前年度までの実績(過去 3 か年)
 令和 4 年度 

・耐震相談会利用戸数:9 件 
・耐震診断費補助戸数:1 件 
・耐震改修費補助戸数:2 件 
令和 3 年度 
・耐震相談会利用戸数:11 件 
・耐震診断費補助戸数:2 件 
・耐震改修費補助戸数:0 件 
令和 2 年度 
・耐震相談会利用戸数:6 件 
・耐震診断費補助戸数:0 件 
・耐震改修費補助戸数:0 件

 前年度(令和 4 年度)の取組実績 前年度(令和 4 年度)の課題
 ・同一年度内で相談、診断及び改修まで途切れ

ることなく助成できるように耐震相談会を従
来の時期より早期に開催した。 

・耐震相談会の開催をホームページや自治会回
覧板により周知を行った。 

・日本建築防災協会の建物所有者・改修事業者
向け説明会開催案内等コンテンツへのリンク
をホームページへ記載した。 

・住宅所有者に対してダイレクトメールを送付
した。 

・パンフレット、広報及びホームページにより
耐震改修の必要性及び耐震関連助成制度の周
知を実施した。

・窓口には、リフォーム相談が大半を
占めている。耐震診断・改修への誘
導を図るが、そのほとんどが興味を
示さない。まだまだ、耐震化の重要
性についての啓発に不足があると思
われる。

 改善策
 ・これまで助成制度の普及を主に広報

してきたが、耐震化の重要性につい
ての啓発にも努めて行きたい。




